
令和８年度 当初予算（農政部農業分野）及び２月補正予算

※令和７年度予算：1,510,602千円（対前年比：437,629千円増）
主な要因：果樹研究センターの工事請負費の計上及び土地改良費増額

によるもの
※農業集落排水予算を除く

【農政部以外の農業関係予算】
野生鳥獣害対策予算（中山間地振興課）
175,506千円（対前年比：11,705千円増）
主な要因：野生鳥獣捕獲数推移の増加傾向に伴う捕獲報償費の増額

によるもの

1.令和８年度当初予算 2.令和７年度２月補正予算

資料１

（１）碾茶炉導入事業費助成 300,322千円
碾茶製造に要する設備の導入事業に対する助成

・対象者 マルカブ佐藤製茶株式会社
・対象事業 碾茶製造に要する設備

（碾茶製造ライン、付帯設備）の導入に
対する助成

・補助率 70/100

（2）共同選果場整備助成 610,589千円
柑橘共同選果場の整備事業に対する助成

・対象者 JAしみず
・対象事業 選果機のAI化、パレット出荷施設の新設

など
・整備期間 令和７～８年度の２か年
・総事業費 約21.2億円
・補助率 73.3/100

158,455（7%）

257,060（13%）

810,987（42%）

719,176（ 37%）

2,553（1%）

農業委員会費 農業総務費 農業振興費 土地改良費 その他

全体予算額
（農政部農業分野）
1,948,231千円

【主な事業】
・県営土地改良事業費
175,000千円

（136,414千円）
・農道等新設改良費
53,200千円

（94,132千円）
・農道等維持管理費
289,021千円

（241,247千円）

（３）物価高騰対策支援事業 35,000千円
農業用資材の価格高騰の影響を受ける農業者に対する助成

・対象者 認定農業者、認定新規就農者 等
・対象経費 種苗費(素畜費含む)、肥料費、飼料費、農具費、

農薬衛生費、諸材料費、修繕費、動力費 等
・補助率 1.38％（価格高騰分の１/２） ×

令和７年１～12月の対象経費の実支出額

【主な事業】
・生産性向上に向けた支援 192,386千円（175,138千円）
・有機農業の推進費用 42,387千円（15,700千円）
・果樹研究センター工事請負費 334,100千円（1,200千円）



資料２

事業一覧

1. 農業者の確保と農業の生産性向上に向けた支援

2.静岡茶の生産体制の強化に向けた支援

3.有機農業の推進

4.静岡市特産物等高温対策支援事業補助金

5.農地集約化の促進

令和８年度 当初予算（案）の概要











 
 





静岡市特産物等高温対策支援事業補助金

○本市においては、６月中旬に猛暑日を記録するなど、気温上昇と高温の長期化が進んでいる。これにより、静岡市
の特産物である山葵、自然薯、施設園芸（花き、野菜）、畜産においては、収量・品質の低下が進み、農業経営に影響
が生じている。

地域経済の活性化

○

背 景

予 算 額

○農作物の収量・品質を確保するため、高温に伴う農作物の被害を軽減する高温対策の取り組みを進める。推進に
おいて、導入経費を助成し経営負担を軽減することで、現場での取り組みを拡大し産地の維持を図る。

目 的

一般財源そ の 他市 債国県支出金事 業 費

1,000万円1,000万円当 初 予 算

前年度予算

気温上昇と高温の長期化により、収量、品質の低下が進む農作物の高温対策を進めるための資材や設備導入に
対する助成を行う。

・対象作物 静岡市の特産物（山葵・自然薯等）

・対象事業及び補助率等
①高温対策に要する資材 補助率１／３ 上限500千円

②高温対策に要する機械施設 補助率１／３ 上限1,000千円

実 施 内 容

新規 農業政策課



静岡市特産物等高温対策支援事業補助金
～異常高温から農産物を守るための支援制度～

静岡市特産物等高温対策支援事業補助金
～異常高温から農産物を守るための支援制度～

夏季の異常高温による特産物等の生産における被害を低減し、静岡市の農業
の生産の安定及び維持を図るため、高温対策資材又は高温対策機械・施設を
導入する者に対して、一部を助成します。

市内に住所（法人であっては事務所）を有し、かつ、市内で営農している
農業者又は農業生産を行う法人

補助対象者

〈※３年以上使用が可能な資材、機械・施設〉

①高温対策資材支援導入事業
【高温対策に資する資材】
例：遮光・遮熱を目的としたネット、シート、フィルム資材、寒冷紗、

沢水引込管など
②高温対策機械・施設導入支援事業

【温室や畜舎の温度を低下させる機械又は施設】 ※修繕の申請は不可
例：ヒートポンプ、細霧冷房、パッド＆ファン、自動カーテン、 強制換気、

温室の天窓、空動扇など
※①と②の重複した申請はできません。

補助事業

○高温対策資材支援導入事業
〈対象経費の1/3以内〉 上限５０万円

○高温対策機械・施設導入支援事業
〈対象経費の1/3以内〉 上限１００万円

支援金額

申請を希望する農業者は、以下の申請書類一式を提出
□補助金交付申請書
□見積書の写し、導入予定資機材のカタログ
□実施場所を確認できる地図等
□実施場所が自己所有地でない場合、農地貸借契約書等の写し
〈申請書の提出方法〉直接持参、郵送または電子申請
提出窓口 市農業政策課（清水庁舎６階）、各JA営農センター

申請手続

本事業についての問合せ先・郵送受付先
静岡市経済局農政部農業政策課
〒424-8701 静岡市清水区旭町６番８号
TEL：054-354-2091

4月1日（水）～
予算額に達した時点で申込締切となります。

申
請
期
間

電子申請

案





令和９年度改定

第３次 静岡市農業振興計画骨子（案）

令和８年３月

農業政策課

資料３





１． ｢第３次 静岡市農業振興計画」の見直しの目的と背景

・令和７年度に静岡市総合計画の見直しが行われ、令和８年度から「５次静岡市総合計画」がスタートする。

・令和８年度に現在の農業振興計画の中間見直し時期（８年計画の４年目）を迎えることから、市総合計画の方向性を踏まえて農業振興計画の
見直しを行う。

・総合計画の農業分野では目指す姿を「稼げる農業者」を増やすことを強く打ち出している。

・目指す姿（稼げる農業者）を達成するための考えを整理して、施策を検討し、事業を決定する。

（参考）計画の期間及び構造

R9-R12
(2027-2030)

R5-R8
(2023-2026)

H27-R4
(2015-2022計画期間

基本構想

基本計画

実施計画

８年間

第１次前期・後期 第2次前期 第2次後期

4年間

毎年度更新

みんなでつながる静岡農業

・社会情勢の変化への対応 … 社会情勢の変化や農業を取り巻く環境変化に的確に対応し、将来にわたり持続可能な農業経営を確立するため、
時代に即した施策体系へと本計画を根本的に見直し、新たな指針として改定する。

・上位計画等との整合性の確保 … 国・県の法令・計画や市の総合計画と整合を図ることで、より実効性の高い施策展開を目指す。

【目的】

【背景】

R9-R17
(2027-2035)

R5-R8
(2023-2026)

H27-R4
(2015-2022計画期間

基本計画

実施計画

８年間

第１次前期・後期 第2次前期 第３次計画

4年間 9年間

毎年度更新

みんなでつながる静岡農業 改定

4年間

【現計画】 【改定案】



2-1．農業に関わる政策動向（市）



（農業）安全・安心な農産物が持続的に生産・流通・販売される仕組みを構築し、農業の稼ぐ力が高いまちにします

政策

09 

高齢化や人口減少、低収入などの影響で農業者が年々減少して
おり、稼ぐ力のある経営体や担い手の創出・育成が十分に進ん
でいない。

現状と課題 解決策

儲かる農業のモデルケースを普及するトレーニングファーム等の
研修を充実し、新規就農者を安定的に確保・育成します。
地域農業をけん引する認定農業者などが行う、農業機械や設備
の導入を支援することで、農業の軽労化・効率化と経営力強化を
実現します。
これらにより、地域農業の持続的な発展を実現します。

農業者の高齢化や減少により、未利用・低利用地が増加し、農業
の生産性が低下している。さらに、気候変動による農作物の収
量の減少も進んでいる。

農地集約による大規模営農化、ロボット技術やICTを活用したス
マート農業化など、農業の軽労化・効率化を推進します。
これらにより、農業の生産性向上と農産物の品質向上を実現しま
す。

環境負荷低減や資源循環の重要性が高まる中、有機農業や循
環型農業を広げる仕組みが整っておらず、取組が十分に進んで
いない。

モデルとなる有機農業の栽培や経営の在り方を体系化するとと
もに、食品残渣等を活用した肥料を開発し、循環型農業を推進し
ます。
有機農産物の販路拡大や消費者への有機農業の意義の発信を
進めます。
これらにより、循環型農業の実現と有機農法への新規参入が進
みやすい環境を整えます。

分野別の政策 ⑤経済・産業分野別の政策

国内では茶の価格が長期にわたり低迷している。また、海外で
は抹茶（碾茶）の需要が拡大しているにもかかわらず、静岡市で
は需要に応じた生産体制の整備が遅れている。

このため、茶農家の収入が減少し、将来的な営農継続が危ぶま
れている。

碾茶製造ライン等の導入や、碾茶や有機茶への新改植を支援す
るとともに、茶の耕作適地を保全し、収益性の高い生産に向けた
環境づくりを進め、生産体制を強化します。
マーケットニーズを捉えた商品開発や販路開拓を促進します。
これらにより、静岡市産の茶の収益性と競争力を高め、持続可能
な茶業を実現します。

2-2．農業に関わる政策動向（市）



2-3．農業に関わる政策動向（国）

〇 国・県の関係計画

市の取組み状況具体的な目標関連計画 等

【具体的な取組/目標】
・農業構造転換支援事業の活用

1.柑橘共同選果場整備事業
2.碾茶炉導入事業

・農業従事者の確保：市内トレーニングファームを整備
・農業の環境対応：オーガニックビレッジ宣言を実施

【具体的な目標】
・初動５年間で農業の構造転換を集中的に推し進める。
・農業従事者の確保：新規就農者の増加と、若年層の農業参画の促進
・農業の環境対応：カーボンニュートラル農業の促進、環境負荷低減技
術の普及

この改正は、持続可能な農業と農村地域の発展を目指し、技術革新、
環境配慮、そして地域経済の活性化を中心に進められている。

食料・農業・農村
基本計画
（令和７年４月閣議
決定）

国

【具体的な取組/目標】
・温室効果ガスの排出削減：4,636.2（千t-CO2）（令和４年度）

基準年度（2013年度）と比較して15.4％の減少
前年度（2021年度）と比較して7％の減少

・有機農業の推進：耕地面積に占める有機農業取組面積割合
現状：0.90％

・農薬使用量の削減：環境保全型農業の推進

【具体的な目標】
・温室効果ガスの排出削減：農業水産業のCO2排出を2030年まで
に10.6％削減
・有機農業の推進：有機農業面積を2030年までに6.3万ha、2030
年までに100万ha(25%)にする。
・化学肥料使用量の削減：を2030年までに72万ｔ（20％削減）

この戦略は、日本国内の食料システムを持続可能な形に転換し、環
境保護、経済的な安定を目指している。

みどりの食料システム
戦略
（令和３年５月策定）

【具体的な取組/目標】
・食の安定供給と持続可能性を確保するため、農業、市場、物
流、学校給食など関連分野を相互に連携させ、分断されてきた
機能を横断的に統合し、地域全体での最適化を実現する。

1.食材の安定供給の観点から、市場に集荷・配送拠点を整備し、
食品物流を効率的に管理する体制を構築

2.食の持続性を確保するため、地域産農産物の活用を促進し、
特に有機農産物については市場への安定した販路を確保する
ことで、農業の振興と安全・安心で高品質な食を確保する。

【具体的な目標】
・食料システム全体の健全性と持続可能性を確保し、未来にわたる安
定的な食料共有を実現するための重要な取組

食料システム法
（令和７年６月公布）



2-4．農業に関わる政策動向（県）

〇 国・県の関係計画

市の取組み状況具体的な目標関連計画 等

【具体的な取組/目標】
・持続可能な農業の推進

認定新規就農者数：26人（令和６年）
30人（令和12年）

・戦略的なマーケティングの戦略
市内で生産されたお茶の輸出量：50ｔ程度（令和６年）

【参考】
・担い手への集積率：4６%(令和６年)

55％（令和12年）

【【具体的な目標】
・農林水産業を維持・継承するため生産性の向上や人材確保・育成
を推進
１.持続可能な農業の推進
（１）１経営体当たりの農業産出額：1,300万円/経営体
（2）農林水産業に係る新規就農者数：510人

（うち、農業者：345人）

・産業の枠を超えた連携による新たな価値の創造や、静岡茶を中
心とした輸出拡大を推進
１.戦略的なマーケティングの戦略
（1）首都圏への県産農林水産品の流通金額：205億円
（2）県内事業者の茶輸出金額：154億円

静岡県総合計画
～ しずおか ウェル
ビーイングプラン ～
（令和８年から令和10
年まで）

県

静岡県食と農の基本
計画
（令和８年から令和10
年まで）

【具体的な取組/目標】
・有機農業取組面積46ha（令和7年）

【具体的な目標】
・環境負荷の低減：化学物質の使用を減らし、環境にやさしい農業
を推進
・地域活性化と地産地消の促進：有機農業を地域の特色として活用
し、地域経済の活性化を目指す。
・持続可能な農業のモデル：環境、社会、経済に優しい農業のモデ
ルとして、他地域にも波及効果を生むことを狙う。

・有機農業の取組面積：820ha

静岡県有機農業推進
計画
（令和４年から令和12
年まで）

【具体的な取組/目標】
・茶産出額：16.5億円(令和６年)

26.3億円（令和12年）
・１経営体あたりの産出額：343.8万円（令和６年）

６８８．１万円（令和12年）

【具体的な目標】
「生産者の経営安定と持続可能な茶業の両立 多様な人々との協
同で目指す静岡茶業の再生」とし、茶業関係者のみならず、多様な
人々との協同により、本県茶業の発展を目指す。

・茶産出額：287億円、茶輸出額：58億円、有機栽培面積：400ha

茶業振興計画
（令和4年から令和７
年まで）
（令和８年改定予定）



将来像の改定に向けて

3-1．第３次計画における変更点（将来像）

みんなでつながる しずおか農業

～経済と環境が調和した魅力ある農業～

稼ぐことができる農業の実現

旧 新

市が抱える現状・課題や４次総見直し、国・県計画の現状等を踏まえ、第２次農業振興計画（後期計画）では、令和17年度（2035年）を見据えて、
前期計画で掲げた将来像、基本計画、施策の方向性を変更する。

●５次総合計画における政策目標
「安全・安心な農産物が持続的に生産・流通・販売される仕組みを構築し、農業の稼ぐ力が高いまちにします」

●国・県の動向
「農業の構造転換を集中的に推し進める」
→農地の集約化による大規模営農化やスマート農業技術の導入などによる生産性・収益性の向上を進める。

これら要素を次期計画に取り入れることから、将来像を上記のように設定する。

～次世代につながる経済性・持続可能性・魅力を備えた農業～

（第２次計画） ～令和８年度まで

ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー・ー
【策定時の考え方】
・農好市民（農業に好意的に関わる全ての人）が主役となり、連携・
協働することで静岡市の農業を次世代へつなぐことを目指す。

・指標については、「市内産農産物を誇りに思う割合」や「市内産農
産物を意識して購入する割合」など市民意識を指標にしている。

【基本方針】
・【提案力】農産物の価値を共有する仕組みづくり
・【産地力】生産技術の高度化・効率化による生産基盤と産地を担う

人づくり
・【地域力】地域資源の保全と活用による農山村づくり

【策定時の考え方】
・「稼ぐ力」の強化に注力し、課題となっている「持続的な農業経営
が可能となる所得の維持・向上（農業所得の向上）」、「農業・産地を
支える担い手の安定的な確保（担い手の確保）」の解決に取り組む。

・指標については、経済性の向上に特化する。

【基本方針】
・【経営】稼ぐ力を持った農業者を確保・育成します。
・【生産】農業の生産性・収益性を向上します。
・【消費】マーケットニーズを捉え、変化に対応しながら、生産転換、

商品開発、販路開拓などを進めるとともに売るための仕組
みづくりに取り組みます。

（第３次計画） 令和９年度～



3-2．第３次計画における変更点（総括成果指標）

総括成果指標01 稼ぐ力のある農業を育む

安全・安心な農産物が最適に生産・流通・販売される仕組を構築し、
稼ぐ力のある農業を育むまちの実現により農業産出額を伸ばす。

<KPI：農業産出額> 【目標】R17（2035）
【現状】

R7R6R5

-167.9億円164.8億円
200億円

現計画 改定（案）
総括成果指標01 新規就農者数

<R3：16経営体/年> 【目標】R8（2017）
【現状】

R7R6R5

-21経営体/年26経営体/年
23経営体/年

総括成果指標02 農業産出額

<R3：157.9億円> 【目標】R8（2017）
【現状】

R7R6R5

-167.9億円164.8億円
160億円

【指標の設定理由】
「 稼ぐことができる農業」の実現に向け、「生産性の向上」や「担い手の確保」は農業産出額に反映されるため、農業産出額を計画全体の成果

を測る指標とした。
「新規就農者数」は農業算出額を維持・拡大するための指標であるため、個別の成果指標とした。

【数値目標の設定理由】
県・市ともここ数年産出額は増加している。
本市の農業を産業として維持するためには、現状より農業産出額を向上する必要がある。
また、2025年度からは、トレーニングファームの取組で認定新規就農者の人数と収入を増加するとともに、農地の
集積・集約に対する支援や基盤整備事業などにより、生産性を上げることで農業所得を向上させる。
さらに、多様な担い手の育成支援事業により、その他の担い手の所得向上も図り、現在の農業産出額１６８億円から２００億円
に向上させる。



3-3．第３次計画における変更点（基本方針、施策の方向性、個別成果指標）（現計画）

2030年の
目指す姿

Ⅲ
【地域力】

地域資源の保全と活用
による農山村づくり

1 農地・農山村の多面的機能の維持
野生鳥獣被害防除面積
目標値（R8）：30ha

実績値（R6）：47.2ha

2 人々の交流による農山村の発展
オクシズ地域の観光交流客数
目標値（R8）：529,000人
実績値（R6）：567,372人

意欲ある多様な担い手の確保・育成・支援
農作業、経営講座等参加者数

目標値（R8）：150人
実績値（R6）：77人

2 優良農地の確保と利用促進
認定農業者１経営体あたりの農地集積面積

目標値（R8）：164a
実績値（R6）：163a

3 新技術の導入や関係機関との連携による多彩な作物づくり
販売農家に占める環境負荷低減認証農家の割合

目標値（R8）：11.2％
実績値（R6）：3.6％

市内産農産物を誇りに思う市民の割合
目標値（R8）：70.0％
実績値（R6）：61.0％

2 消費者に伝える「機会」とつながる「場」の創出

専用サイトのアクセスユーザー数
①ZRATTO!しずおか、②お茶のまち静岡市
目標値（R8）：①83,100件、②130,300件
実績値（R6）：①64,487件、②153,182件

3 地産地消から始まり国内外の消費を見込んだ新規市場の開拓
市内産農産物を意識して購入している市民の割合

目標値（R8）：30.0％
実績値（R6）：21.7％

みんなで
つながる

しずおか農業

～経済と環境が調和
した魅力ある農業～

環境負荷低
減と生産性向
上が両立した
持続可能な農
と食の地域循
環システムの

構築

Ⅰ
【提案力】

農産物の価値を共有する
仕組みづくり

1 生産者と消費者が誇りに思うモノづくりの推進

Ⅱ

【産地力】

生産技術の高度化・効率
化による生産基盤と産地
を担う人づくり

1

第２次農業振興計画前期計画 (前期計画期間：令和５年度から令和８年度)

基本構想
基本計画

【８年間】

あるべき姿
（将来像）

基本方針 施策の方向性 個別成果指標



3-3．第３次計画における変更点（基本方針、施策の方向性、個別成果指標）（改定後）

Ⅲ

【消費】

マーケットニーズを捉え、
変化に対応しながら、生
産転換、商品開発、販路
開拓などを進めるととも
に売るための仕組みづく
りに取り組みます。

1
マーケットニーズを捉えたお茶の販路開拓や商品開発等を促進するとと
もに、国内外に静岡市産のお茶を高付加価値で販売していく仕組を構築
します

茶農家１経営体あたりの産出額
目標値（R17）：試算中（センサス公表後積算）

現状値（R7）：343.8万円

2
流通機能・市場機能・食品加工機能を一体的に備えた施設の整備を進め
ることで、食の安定供給と地域農業・食品関連産業の振興を実現します。

【生産】

農業の生産性・収益性を
向上します。

1
ロボット技術や先端技術を活用したスマート農業をはじめ、気候変動等
に対応する設備の導入などにより農業の軽労化・効率化を推進します。 担い手への集積率

目標値（R17）：55％
現状値（R6）：46％

荒廃農地の再生面積
目標値（R17）：3ha/年

現状値（R6）：1.31ha/年
2

農地集積や基盤整備、荒廃農地の再生等により担い手への農地の集積・
集約を進めることで、農業の生産性を向上します。

稼ぐことができる農業の実現

～　次世代につながる経済性・
持続可能性・魅力を備えた農業　～

Ⅰ

【経営】

稼ぐ力を持った農業者を
確保・育成します。

1
儲かる農業を実践するモデルケースを創出し、新規就農者を安定的に確
保・育成します

①認定農業者数、②認定新規就農者数
目標値（R17）：①600経営体、②34経営体/年
現状値（R6）：①599経営体、②21経営体/年

2
有機農業など農業における環境負荷低減に取り組む経営モデルを構築・
普及する。

有機農業取組面積割合
目標値（R17）：4.7％
現状値（R6）：0.9％

Ⅱ

第3次農業振興計画（案） (第3次農業振興計画　令和９年度から令和17年度)

基本計画

【9年間】

あるべき姿
（将来像）

基本方針 施策の方向性 個別成果指標



令和８年度 農業振興計画策定スケジュール

月
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R9.3R8.4 R8.5 R8.6 R8.7 R8.8 R8.9 R8.10 R8.11 R8.12 R9.1 R9.2

11月下旬
第２回

農業振興協議会

農業振興計画改定案（計画本
書）について

第３次農業振興計画（案）作成

市民アンケート集計

第３次農業振興計画（案）作成

市民アンケート
内容検討

市民
アンケート

発送

3.31
第３次

農業振興計画
（後期計画）

公開

協議会意見をもとに
重点事業見直し
（課内協議）

第３次計画
重点事業検討

第３次農業振興計画
最終稿

協議会委員等報告

パブリックコメント
募集期間：12月中旬から１月中旬

（１ケ月間）

反映

令和９年度予算要求

第３次計画骨子案
２役説明

第３次計画（案）再検討（課内・各課調整）

7月中旬
第１回

農業振興協議会

農業振興計画改定案
（重点事業等）につい

て

協議会意見を
計画に反映
（課内協議）

第３次総合計画ローリング

パブコメ案
２役説明

今後の議事（予定）
【令和８年度】
第１回農業振興協議会
開催時期：７月頃を予定
予定議事
（１）令和７年度の取組実績及び

令和８年度の取組状況等について
（２）農業振興計画改定案（重点事業等）について

第２回農業振興協議会
開催時期：11月頃を予定
予定議事
（１）農業振興計画改定案（計画本書）について
（２）令和８年度の取組状況及び

令和９年度の取組予定について


